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ドイツ語の入門期における「バイリンガル教授法」

A簸dreas　Kasjan

餐。はじめに

　本稿では「バイリンガル教授法」（D◎dso組967；8雛zka㎜1980；1989）の開発経緯と基本的特質

を紹介したうえ、日本人学生向けドイツ語授業の入門期（最初の十時間ほどの授業）におけるそ

の教授法の具体的な応用について述べる。「バイリンガル教授法」は対照実験などによって開発さ

れたものであるが、「バイリンガル教授法」の様々な手法は、二言語使用児及び指導を受けずに日

常的な使用だけで第二言語を習得する人平の学習戦略に相当することがのちに発見された。

　この教授法の一つの特徴は、最初の段階から、目標とする言語をコミュニケーションの道具と

して使いながら、その言語の構成要素（文法項目）を収集していくことである。従って、外国語

授業が行われる空間ではその外国語を授業言語にする一方、外国語の新しい表現や構造を導入し

たり展開したりする時には、学習者がすでに習得した言語を非常手段としてではなく、外国語習

得に最も有効な学習手段として積極的に使用する。その時には、「意訳」が最も重要な役割を果た

すが、外国語の構造を明らかにするためには、「意訳」に加えて「直訳」F u逐語訳」も利用するこ

とがある。外国語の文法項目は帰納的に導入するが、その時には言語学的な分析を通して導入す

るよりも、「意訳」「直訳」「逐語訳」で説明する。論の後半では、この教授法の日本人学生向けド

イツ語の入門期における授業への具体的応用を述べる。

窯．概念定義

　本稿では「母国語」というような「国語に母のイメージを乗せた煽情的でいかがわしい造語」

（田中1981，41）は使わない。ある人間が一番最初に習得する言語を「第一言語」といい、その

習得を「第一言語習得」という。二つの言語を同時に第一言語として習得することを「バイリン

ガル言語習得」という。第一言語をある程度まで習得した人がもう一つの言語を習得して、その

言語が学習者の生活領域で日常的にも使われている場合、その言語を「第二言語」といい、その

習得を「第二言語習得」という。それに対して、その言語が教室か教室に準ずる状況だけで使わ

れている場合は「外国語習得」という。勿論、「外国語」という概念にも「母国語」と同様に政治

的意味と言語学的意味が混在しており、学術的に適した術語とはいえないが、より適切な言い方

はまだ存在していない。「異文化」「異物」「異人」という例に倣って「異語」⑳reig簸

1a簸guage／Fre瓢dspra曲e）と呼んだ方がいいかもしれないが、その問題は本稿のテーマから外れてい

る。

　なお、「言語習得」という概念には二つの意味がある。第一に、言語を日常的な使閣で習得する

か、授業で習得するか、言語をまだ持っていない人間が言語を習得するか、ある言語をすでにあ

る程度まで習得した人間がもう一つの言語を習得するかなど、つまりどのような状況の下で言語
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2 言語文化論究8

を習得するかという言語習得そのものである。第二に、ある言語をどの程度まで習得したかとい

うことである。本稿では、「言語習得」という概念は前者の意馬でしか使わない。

　さらに、驚as短簸α982；Kras短n個errdB985）が提唱した習得（acquisi痴のと学習Ge餓痴g）の区

別、つまり指導を受けずに言語を無意識に獲得することと、授業で言語を意識的に学ぶこととい

った区疑は支持することができない。何故なら「意識」と「意識下」はお互いに孤立しているわ

けではないからである侮誠zkamm　l995，19◎一191）。従って、目標とする言語の構造をメタ言語で

説明したり意識化させたりすると、学習過程を縮めたり目標とする言語の構造を意識下に下げさ

せたりすることが可能になる（同上）。

3．言語習得及び「バイリンガル教授法」の弘治経緯と特質

　言語習得に外から影響を与えられるか、あるいはどれほどの影響を与えられるかという問題に

は議論の余地がある。外国語習得では教授法は一般的に考えられたほど中心的な役割を果たさな

い。W◎de（璽98S，2弥2今3）は人間が言語のi叩櫨を内的にどういうふうに処理するかという問題に

おいて、人問の言語認知素質には外からの影響が及ばないということを指摘する一方、撫z絵解灘

（198G，28）は外国語習得に影響を与えるあらゆる因子のなかで、変化しうる因子は半分しかない

とする。そして、この変化しうる因子のなかで一・番決定的な役割を果たすのは、教授法などでは

なく、教師のパーソナリティーであると言う（同上2＄一2参；i碑錘91参8蓋，24－251瀬er甥98互，42）。従っ

て、どのような教授法を使用するかにかかわらず、学習者は外国語を習得することができる

億磁zk蹴鵬1％O，亙5叢；1989，夏83；Wod¢璽％8，3瑠）が、一部の教師の外国語授業では、どのよう

な教授法を使用しても失敗に終わる。まとめると、教授法は言語の内的処理には影響を与えられ

ないが、習得の速度と能率には影響を与えることができる。しかし、教師のパーソナリティーの

方が教授法よりも決定的な役割を果たすのだ。

　外国語を教える際に学習者がすでに習得した言語を使用するか、あるいはどの程度使用するか

という点は、語学教育の一番重要な問題の一つである。ここでは、外国語の語彙と表現の意味を

学習者に伝達する時に、できるだけ外国語を使用して、学習者がすでに習得した言語を非常手段

としてだけ使うといった「モノリンガル意外伝達法」と、学習者がすでに習得した言語を最も有

効な学習手段として積極的に使用する「バイリンガル意妹伝達法」が対立している。ただし、今

まで行われた対照実験では「バイリンガル意昧伝達法」の方があらゆる面において優勢だという

結果であった（8蹴弓懸璽98◎，143一璽53；D◎ds◎d％7；夏s藪就a夏．璽979）。

　D◎㈱鷺の実験はウェールズにおいて通常の学習条件（通常の教室及びカリキュラムで）におけ

るドイツ語やフランス語の授業のもとで実施されたもので、小学生とそれ以上の学校の生徒のほ

かに大人も実験の対象になった。大がかりな実験の一連の騒的は、「モノリンガル意昧伝達法」と

「バイリンガル意味伝達法」が学習の能率と速度にどのような影響を与えるかということの究明

であり、D◎δso畷璽％7，璽1）はその結果を以下のようにまとめている：“脳eb磯res蝋si窺e離so£

speed農磁環戯靭weτe◎わ建漁ed　whe簸se簸繍ce一醗ea油汗was＆c哩癒ed　by灘ea薮s◎f　m◎癒er一翻9醜e

eq癒v＆墨e搬s継e簸by癒e繊伽τa簸d　was撫沁eδby瓢e蹴s吻ic醸es．”

　次に、「バイリンガル意昧伝達法」において、それが外国語の発音に悪影響を与えないのかど

うか、また、外国語の発音を最も有効的に助ける刺激の組み合わせばどういうものかを究明する

ために、学習者を五つのクループに分けた。それらのグループでは、外国語の興しい表現を導入
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する際に次のような刺激の組み合わせを使用したが、小学生の場合は最初の四つの組み合わせし

か使わなかった（同上i2＞：

　①表現の発音＋表現の内容を表わす絵牽表現の板書

　②表現の発音牽表現の内容を表わす絵

　③表現の発音牽表現の翻訳や表現の内容を表わす絵÷表現の板書

　④表現の発音牽表現の翻訳÷表現の内容を表わす絵

　⑤表現の発音亭表現の翻訳＋表現の板書

　Dods鐙（同上13と1の　はこの一連の実験の結果を次のようにまとめている。小学生の場合、

発音の成績が最も良かったのは、外国語の表現の意味が翻訳されたうえ、その表現の板書も利乱

したグループ③で、他のグループをはるかに凌いだ。次は外国語の表現の板書は利用したが、そ

の表現が翻訳されなかったグループ①であった。つまり外国語の発音だけでなく、その板書も利

用したグループ③と①の結果が他のグループよりも良、かった。外国語の表現が翻訳されたが、外

国語の表現の板書を利用しなかったグループ④の結果は①を微妙に下回った。外国語の表現の翻

訳がなくて、その意妹を完全に捕らえなかったうえ。外国語の表現の板書も利用しなかったグルー

プ②の結果は最悪だった。小学校以上の学生の場合、外国語の表現の板書を利記したグルプの結

果は①、③、⑤という瀬番だったが、その差は統計的には無意妹である。一方、外国語の表現の

板書を利用しなかったグループ②と④の結果は前者のグループをはるかに下回った。

　なお、D◎二毛（同上17認）の実験の際には、表現や文章の板書は従来と違ったふうに使用さ

れた。授業で使う会話の表現は板書されたが、教師は外国語の新しい表現を初めて学生に発音し

てみせた時には、学生が黒板を晃ないようにした。学生が教師に従って外国語の表現を発音する

時にも、板書された表現を見ないようにした。ただし、一入の学生が教師に当てられて発音する

時には、他の学生は黒板を見てもよかった。また、発音しようとする学生がその表現の内容を途

中で忘れてしまった時にも、黒板を見ることが許可された。この方法では、教師の発音の方が主

要な刺激になって、板書された文字は教師の発音という刺激：を補強する役割を果たしている。さ

らに、ドイツ語の授業を受けた、英語を第一言語あるいは第二言語とする学生にとっては、英語

と同じローマ字を使うドイツ語の表現が板書されたわけだが、言語干渉が避けられただけでなく、

外国語の表現の視覚イメージが発音を記憶するのに役立った。今後、以上述べた方法を仮に「同

時読法」と呼ぶ。

　小学校以上の学生の場合、外国語の表現の翻訳がなくても発音のイミテーシ3ンには小学生の

場合ほど悪影響がないが、外国語の表現を導入したり練習したりするのに要した時鳥は刺激の組

み合わせによって異なった。グループ別の平均的所用時間は小学生とそれ以上の学生を合わせて、

次のとおりだった（同上蓋5）　1

　　　　　　　　　　①20分②2G分③1◎分④蔦分⑤三分
　外国語の表現の翻訳がなかったグループ①と②の所嬬時間は勉のグループを上回り、外国語の

表現の板書も利用したグループ③、⑤と比べると倍だった。以上をまとめると、外国語の表現の

意昧を完全に捕らえるための翻訳と、記憶力を支えるための外国語の表現の意妹を表わす絵と、

発音のイミテーションを改善するための外国語の表現の板書を利用したグループ③の組み合わせ

が理想的であるということになる（同上）。

　夏）（》ds鎌の実験の結果はのちにスリランカやオランダや日本などの国々で実施された実験にお

いても確認することができた（8蹴k蹴鱒丑ggo，6）。
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　通常のカリキュラムで行われた実験において有効である「バイリンガル教授法」の様々な手法

は、「バイリンガル言語習得」及び「第二言語習得」における習得戦略に相当することが、D◎“瓢

の実験の後で発見された。第二言語を話そうとする時に、わからない単語や表現があったら「第

一言語」を利締することは、この言語習得の構成要素である。「バイリンガル言語習得」の場合、

その状況はもっと複雑である。二言語使罵児はどちらの言語の方をよく聞いたり話したりするか

によって、一つの言語がその子供の「強い言語」になり、もう一方が「弱い言語」になる（照e齢fbr

璽995，432）。習得の過程において、一方の言語でわからない単語や表現があったら、もう一方の言

．語を利絶することは「バイリンガル言語習得」の構成要素である（sa囎deτs　1982，138446；

照e撫6f¢擁◎薮ekei蝦983；翫重zkamm　1989，22－29；Ka瞬撮993，　m－117）。次に、幾つかの具体的な例

を挙げる。

　職。欝asとFra熊はオーストラリアに住み、父親とはドイツ語、母親とは英語を話す。一方の言

語でわからない単語や表現がある時には、もう一方の言語を利用する。次は、Th◎mas（5；6，①が

椅子を飛び越そうとした時の父親との会話である（Sa磁δers置982，142）l

　T聡幟as：Je塾z櫨ac蝕e　ic蝕d＆S＿wi癒◎麗網戸9．

　Fa癒e業：0鉄薮e　zu　st◎1per簸．

　職0瓢as澄搬，五C蝕s三農ge曲e鶏曲ne　z装S窪0亙pe瓶

駈搬as（3；9，22）と母親との同様の会話の例もある（同上1購3）。

　Th鵬as：Daδdrew蹴a＿a薮，　w撫y◎建say財Le狂。蝕琶拠懸？

　蜘伽r：Ligh塩◎“se．

　丁簸㈱as：翫雌rew搬¢alig難塩O鷺se．

　父親とは通常はドイツ語で話すFra盈（4；9，30）だが、必要な時には父親にも英語の単語を聞く

（同上〉。

　％簸k：（母親に）Mum　l臨欝鵬y田ey，　Daddy盤ew　a　s獄owball　a£癒e，蟹um磁第at　t短＿（父i親に向けて）

　was　sag傭a鍛亘難臨9簸SC難？

　Fa藪1e罫：蔓｛ead簸1農ste凱

　欝ra簸k：A簸．　M：ummy，　Daddy　threw　a　snowb＆11　at出e　he＆（i搬as重e鷲

　∫e難と。亙ivierはドイツに住み、父親とはドイツ語、母親とはフランス語で話す。　Je薮s（2；9）が

父親と話す時には、ドイツ語でわからない単語をフランス語から借用して、ドイツ語の表現に入

れる例がある（照e1憾e禰◎簸ekeid983，67）。

　Je薮S：G蓬葦C三（‘瓢a夏！　Ei劉Lξう職0罹ユClle！

　va匙er：翌沁e＿was？

　∫e簸s：露ine搬ouche！Dai　G眼ck！

　V鍵er：Ac簸s◎，　ei簸e　Filege！

　∫e藍S：Ja，　e短e較量ege！

　01iv重er（4；U）は「太陽」という名詞に当たるフランス語の「solei1」とドイツ語の「So簸簸e」と

いう名詞の性が異なることを自分に意識させる（同上78＞。ところが、次の例のようにある言語

の規則を無理に別の言語に転用する手法は「バイリンガル教授法」においてもよく使用され、今

後その手法を仮に「母語反映法」鰺utzkam鵬198◎，109参照）と呼ぶ。

　　　　　　　　Olivier：E貧fτa鍛gais，　c‘esde　solei1，　e簸a｝lemand　die　So簸ne，星a　sdeiL

　以上のような「バイリンガル言語習得」における手法、つまり習得しようとする言語の単語や
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表現の意昧をすでにある程度まで習得した言語を利溺して、翻訳したり文法項目を自分に意識さ

せたりするなどの様々な手段は、コミュニケーションという目的のための手段である。従って、

日本人学生向けドイツ語授業でも、ドイツ語を授業言語にしたりドイツ語でのコミュニケーショ

ンを授業の中心的な柱にしたりする一方、ドイツ語の新しい表現や構造を導入したり展開したり

するときには、日本言語を非常手段としてではなく、外国語習得を助ける最も有効な学習手段と

して積極的に使用するのが理想的である。

尋．「バイリンガル教授法」における準備段階

　以下は筆者のドイツ語授業における「バイリンガル教綬法」の応用例である。日本人学生向け

ドイツ語授業における「バイリンガル教授法」は、学生がすでに習得した日本語と英語を利用し

て、日本語と英語の習得過程において得た言語そのものについての知識と能力をできるだけドイ

ツ語習得にも利用する一方、学生にドイツ語を応用させる前に、導入と練習のために充分な時間

を与える、学習者に優しい教授法である。

　ヨーロッパにおいては、外国語授業は数百年の歴史を持ち、すでに古代ローマ時代のローマ人

が対話文を翻訳したり暗記したりする方法によってギリシャ語を学んでいた。入門期における「バ

イリンガル教授法」の授業でも、外国語の対話文は基礎的なテキストとして使用する。ただし、

テキストを授業で応用する前に、ドイツ語の発音及び授業で必要な指示の表現を導入することが

不可欠である。

環．ドイツ語の発音への入門

　「バイリンガル教授法」に基づいたドイツ語綬業では、ドイツ語の発音は毎時間練習するが、ま

ず最：初の授業の時にドイツ語の「A8c」を導入する。このような授業段階を避けて、直ちにコ

ミュニケーションをしょうとする教授法は、学習者を不安にさせるだけである。または、すでに

英語をある程度まで習得した日本入学生は、英語と同じローマ字を使用するドイツ語を英語の立

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場から解釈しようとする。けれども、だからといっ
　　　　　　　　　む　ぬおむ
　　　　　　　　　＿削　　　　　　　　　て、英語からの言語干渉を避けるため授業の入門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期に文字を使うべきでないという考えは誤解であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。確かに英語からの言語干渉はあるが、英語と

　　　簡曲　　…　　則・…　　◎・　　ドイツ語の読み方においては相違点も多いものの、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特に子音体系における共通点は相違点を上回る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8鍍zkam獄珍8α43）。または、綴りと意昧が英語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の単語と完全に同様であり、発音だけが英語と異

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なるドイツ語の単語は少なくない。そこで英語と
　　　　　　　　　　V　　W　　　　　　　T　　　　り　　　　◎　　良　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドイツ語の発音の相違点を隠そうとするではなく、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この単語を利用して学生に最初の授業からその相

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　違点を意識させるのが「バイリンガル教授法」の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特徴である。

　　XY酔㎞　・σ㎞・…網・酬恥…鋤・8c・　　ドイツ語授業の開始として左の童謡を使ってい

5



6 言語文化論究8

る。歌詞は記憶しやすいテキストの種類であり、楽譜に集中すると、新しい発音に対する不安を

緩和することができる。ドイツ語の「ABC」を導入する時には、学生にドイツ語の読み方は日本

語のローマ字の読み方とほぼ同じだと指摘する以外に、特別に説明を要する音もある。母音にお

いて、日本語の音韻体系に存在しない［e：］という音の発音を説明する時に、学生の注意を教師の

口元に向けさせる。子音の国と田、［m】と国、［b】と［vlという三つの対においても、同じやり

方は大切である。ドイツ語の読み方を一時的に・部分的に片仮名で説明することも学習過程では

有効である。

　この歌を何回も歌ってから、ドイツ語の読み方をさらに教えるためディクテーションをする。

このディクテーションのために以下の教材を使用する。左側は学生が記入する前の教材であり、

右側は練習が終わった後の状態の教材である。学生の注意を教師の口元に向けさせながら、学生

がすでに英語から知っている単語の綴りを言ってみせる。この方法によって、学生は新しい発音

に完全に集中することができる。学生がその単語を所定の場所に書いたあとで、教師はその単語

を黒板に書き、単語全体を発音してみせる。必要な場合にはドイツ語の発音についての規則も説

明し、その説明も学生に所定の場所に書かせる。長母音と短母音についての規則は、最初の四つ

の単語の綴りを書き終わってから、所定の場所に記入させる。

発音の説明と練習 　　発音の説閣と練習

長母音　　　短母音

母音の後で子音が一つしかない場合→長母音

母音の後で子音が二つ以上である場合→短母音

1

2

3

嗅

1NAM露

2GAS
3△RM

4BALL

5

“6

7

8

10

9

13

1爆

5PET£R　　　　　7丁琶ST

6M£T£R　　　8ENGLAND

　　9醤AMH
　　10ROS温

11

12

nT夏G鷺R

12α｛困A

語末の「er」は母音化される

ng濡。

語末の「e」は［g拠book

13W脳狸R　　w＝ヴィ

14罫猶G郵獄　　　ch瓢ヒ

15

16

17

18

15SO憂「A

夏6ZOO

19 20

21

19SUPER

17SPORT

藍8GOLD

208UTr琶R

2董塾USC麗

語頭の「sp」はシュ÷p

z購ツ

英語の曲＝S磁

22

23

24

22E夏NSTE亙N臼

23聖AUL

24EUROPA

ei瓢アイ

au＝アオ

eu＝オイ

語頭の「sdはシュ報

6



ドイツ語の入門期における「バイリンガル教授法」 7

　この課題により、学生は「A塾C」の童謡で習ったことに加えて、次のことを学んだ。母音にお

いては、長母音と短母音の区別及び「ejの［e：】、［ε1、囹という三つの違う発音である。または、

語末の「edの［司及び二重母音の「ei」「鋸」「eu」の発音である。子音においては、語末の子音

の無声化と「ng」「z」「sc削と「c掴の鶴及び語頭の「sp」と「sdの発音である。前述のよう

なディクテーションは小テストにも使用できる。最後に、教師は童謡で欠けている「j」とウムラ

ウトも簡単に導入して、それを童謡のプリント上に学生に補わせる。今まで導入していない音の

発畜は授業に使うテキストに出てくる順に説明したり練習したりする。以上の課題は1時間から

1時間半で終えることができる。

尋2授業での必要な指示の表現

　ドイツ語を授業言語とする場合、授業でよく使う指示の表現を導入したり練習したりすること

が不可欠である。そのために、次の教材を二時間目の授業から使用する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教師は全ての表現を一つ一つ言ってみせ、それ

騒鋤e爾s量駐一難掘

翻6罫e鍛　　S量eわi貌el

Sprec蝕e鍛　Sie　b翌猛e！

Leser堅　　　Sie　　b量重匙e！

Scぬτe量be鷺Si¢　b甦td

S曲e鍾

Se勤e益

Sehen

s曲en

S量eb搬eぬierむer爆0震盈豆淫

S量e　bi重te　組＆c聡簸簸翼くs／麓＆c蝕red寛s／

　　舩。わv◎澱e／簸ac薮h搬磁！

Sie　b葦葺e　　a簸die　Ta罫e夏l

Sie　bi乞te　zu謡r！

W6　is芝（ler　8豆elS重豆嚢？

Wo　is撤e譲adiergu㎜頚？

Wo　ist瞭漁ge互sc籔reibe罫？
Wo　　is詫　die「夏芝瓦SC董｝e？

w6　is芝die　Ko沿ie？

W6　is掃ie麗a眼sa疑fgabe？

Wo　　is豊　6ie　Ta多e豆？

Wo　is達dieT慧r？

Wo　ls建das翫。薮？

Wo　　is寛　das蚤翌ef建？

鰍）　is篭　das葺『e薮S建er？

Ne韮憩e簸　Sie　bi重te　de益8夏e気s綬實！

Neわ鵬e簸Sie　b童貌e　de簸歌aδiergu翻！

Ne勧瓢e護　Sie　bi畿e　de簸Kl腿ge亙scぬre貢ber！

Ne勧me鍛　Sie　bi雛e　die　Kopie量

Ne蝕瓢en　Sie漁e　d孟e瀬a慧saufgabel

Ne憂1鍛e簸　Sie　b壷裟e　（1as　BUC塾1

醤e真中e簸　Sie　bi麓e　das薮ef建1

Gebe簸　Sie　m三憲／設1三重㎞bit窺e（蓋e鷺81e孟s藪田！

から表現を湯本語に直したり、必要な時には表現

の構造を説明してから、もう一度同じ表現を言っ

てみせる。表現を日本語に直す時には、それを意

訳するのは不可欠であるが、それで足りない場合

は意訳に加えて「直訳」「逐語訳」など様々な手段

を使用する。ただし、これが終わったら表現の意

訳を繰り返す必要がある。例えば、“Se蝕磯Sie漁e

簸a癒li慮s！”という表現はまず「左を見て下さい」

と意訳してから、この表現の構造を言語学的な分

析を通して説明するのではなく、「ドイツ語では、

『どこどこを見る』ではなく、『どこどこへ見る』と

言います」といった「母語反映法」に基づいた直

訳の方が効果的である。このような直訳は意訳の

補助でしかないので、学生に悪影響を与えること

は一切ない。勿論、「細」睡e」「δas」という三つ

の定冠詞などの場合は言語学的な説明は必要だが、

「m司を説明するときには「私に」という訳で十

分で、「i鐙の3格」のような説明はこの段階では

余計なことである。

　学生がドイツ語を創造的に上記できるようにす

ることがこの授業の重要な目的であるから、定冠

詞のことを従来と違うふうに教える。上に示した

プリントの第三段落を導入する際には定冠詞のこ

とを丁寧に説明し、学生に以下のことをその段落

の隣に書かせる：「全ての名詞は文法上の性を持ち、

男性・女性・中性名詞に区別される。名詞の文法

7



8 言語文化論究8

上の性を知る完全な規則というものはないから、名詞を暗記する時には、ドイツ入のドイツ語習

得を見習って、名詞とその定冠詞をワンセッポにして覚えないといけない。つまり、日本語の

『鉛筆雌に当たるドイツ語の名詞は継e纏鋪という単語だけでなく、馳er　8丑e下野として覚

えないといけない。」従って、1格の定冠詞牽名門をその名詞の「原形」として説明するのが有効

的である。プリントの第四段落を導入する際には「de門司eis磁」を「その鉛筆は」と「d銀鋭eis鹸」

を「その鉛筆を」として説明・したら十分である。

　前述の表現は段落ごとに導入したり練習したりする。導入の際には、表現のプリントは学生の

前に置いてあり、プリントに目をちらりとやってもかまわないが、学生の注意は教師に向けさせ

る。学生が辞書で調べたり大がかりなメモをしたりすることはしない。また、教師のドイツ語の

発音も繰り返さない。何故なら、ドイツ語の表現の意昧をそのまま身につけることが目的で、こ

の段階では発音のイミテーションはこの課題を妨げるだけである。練習では、学生は表現のプリ

ントを裏返しにして、教師のドイツ語の指示に従い実際に「鉛筆を手にする」などの動作を行う。こ

の練習は、学生が和訳せずにドイツ語の表現に正しく反応するようになるまで続ける。教師はこ

のことを学生の反応時問を見て判断する。以上の表現は小テストの対象もなる。テストの際には、

学生に教師の言ったドイツ語の表現をメモせずに和訳させる。その時には、上に示したプリント

そのままの表現は出てこないが、般Scぬreib鋤Sie　b搬撮薮齢Ta劔ジ’というような、学生がすで

に門下を想像できる新しい表現もたくさん使う。以上の課題は2時問ぐらいで終えることができ

る。

　なお、上に示したプリントにも授業で使う基礎対話文にも独和の単語表が付けてある。その単

語を復習して暗記するため、和文あるいは独文を隠すことができ、それを学生に家でやらせるの

は当然なことである。単語表には、辞書と違ってある単語のあらゆる意味は載っていない。授業

で使う文章を理解するために必要な意昧と、必要な場合にはその単語の基礎的な意味を載せてい

る。動詞は原形で載っているが、名詞はその！格の定冠詞と複数形と一緒に、つまりdi¢Ta観囎

というふうに載っている。名詞と動詞以外の単語の場合、その単語はどんな品詞に属するかとい

うことも載っているが、名詞と動詞の場合はその必要はない。単語表の使い方と構造は学生に簡

単に説明しなければならない。ただし、単語表があるから辞書は要らないという考えは誤りであ

る。「バイリンガル教授法」においても二言語による辞書は不可欠である。第一に、基礎対話文か

らなるテキストは授業の土台になるが、単語表の付いていない読解羅のテキヌトも使用するから

だ。第二に、学生にドイツ語の対話文などを書かせることも「バイリンガル教授法」に基づいた

授業の構成要素であるからだ。

5．基礎テキストについて

　4時間冒の授業からテキストを用いた作業が始まる。基礎テキストとしては、暗記したりロー

ルプレーのために利用したりしやすい5◎語ぐらいの長さのナレーション（卜書）の部分が入って

もいい対話文を使用する。そのテキストには独和の単語表のほかに、日本語の意訳も付いている。

「バイリンガル意昧伝達法」のお陰で、テキストを選ぶ際に、文法や語彙の難易度にこだわる必

要がなく、内容を基準として選択することができる偉獣z捻搬m1参89，197）。決まり文句や慣用句、

さらに固定したあるいは制約のないコロケーションをたくさん持つテキストが理想的で、新しい

文法項目や表現法を導入するための例は一つで十分である（同上〉。

8
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　テキストを用いた作業は次の三つの主要段階に分かれている（同誌1980，33＞。

①導入段階：

　教師は新しいテキストの意味と発音を導入したり練習したりしたうえで、テキストの内容を学

　生に身に付けさせる。最後に、学生がそのテキストでロールプレーをする。

②展開段階：

　学生の知っているドイツ語の単語などを用い、テキストの表現を部分的に入れ替えたり拡大し

　たり変形させたりする。また、文法項目を帰納的にまとめる。

③運用段階：

　学生が自分で新しいテキストをつくって、それでロールプレーをする。

繍最靭の基礎テキストを用いた作業の概要

　以下の対話文（Gerdes　e縦．1タ87，74－75）を最初の基礎テキストにしたが、これについての作業は

旧稿ですでに述べたので（漁s脚1996）、ここでは簡単にまとめるにとどめる。

G溢e瓢us量k　hier，　nic難？

　1a．

Si簸dSie＆眼sM慧簸。蝕e鶴？

　Ne沁．

紬＆，搬荏w曲e撒。搬熱e簸Sleδa雌？

　Aus　Eng茎a鼠段羅s　L◎認。灘．

Oh，（1as　is電i簸乞eressa11竃．

Sle　sprec強e珊be罫sc難。嚢9腫①e就sch．

　Danke．

Ubdge豊s，量。難難ei∫3e　PeεeT　Fische凱

U簸（lwle蝕eiβe簸Sie？

　Li簸da　Sa麺．

Wie　b麺宅e？

　L量夏｛da　Sa廷．

いいですねえ，ここの音楽は。

　　まあ，そうですね。

ミュンヘンの方ですか。

　いいえ。

あ，そうですが。それならどちらからいらっしゃいましたか。

　イギリスのロンドンから来ました。

へえ，それは面自いですね。

ドイツ語がもう本当にお上手ですね。

　有難うございます。

ところで，私はペーター・フィシャーと申します。

お名前は？

　　リンダ・ソールトです。

えっ？

　　リンダ・ソールト。

　最初の基礎テキストを用いた作業が終わったら、学生は簡易な叙述文・決定疑問文・補足疑問

文及び動詞の単数の一人称と複数の三人称を、上に示した対話文の語彙の範囲内で応用すること

ができる。または、叙述文、決定疑問文、補足疑問文と命令文の基礎語順がわかる。この段階に

なると、多くの学生は例えば「D蹴ke」というような習った表現を自分の意思を表わす道具とし

て使う。以上の課題は2時聞ぐらいで終えることができる。

52二番目の基礎テキスト

　6時問目から二番目の基礎テキストを使閑する。このテキストは『S繊蜘璽』という教科書

（「Vbfderw曲1beckeハ嬢derw灘becke　1992，25）の一部を利用したものである。本来はハイデルベルク

でのフランス人とドイツ人の会話であるが、日本人学生向けドイツ語授業のために、ケルン大学

9



10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言語文化論究8

のカフェテリ．アにおける日本人女子学生とドイツ人男子学生の会話に部分的に書き換えた。最初

の基礎テキストに比べると内容的・構造的な面において一曹と興味深い。このテキストは少し長

いので、場合によっては一度に導入することができないこともあるが、全体としてこのテキスト

の長所は短所よりも大きい。

亙st　der　Platz　hie搬。磁frei？　　　　　　　　　　ここの席はまだ空いてる？

　Ja，　bit総．　　　　　　　　　　　　　　　　　　ええ、どうぞ。

Dabke．　　　　　　　　　　　　　　　　　どうも。

　8is£由Japa薮eri薮？　　　　　　　　　　　　　　日本人？

Ja．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ええ。

　Was　macれst　duδen曲ier　i獄K伽？　　　　　　　　ケルンでは何してるの？

亙cMeme　De戯s曲．　　　　　　　　　　　　　　ドイツ語勉強してるのよ。

　D鷺s癖。藪stab6rs轟◎簸seれrg磁．　　　　　　　　もう本当にとても上手だね。

Wie　b撤e？Nic嬢s◎s磁aeii　l　　　　　　　　　　　えっ？そんなに速く話さないで。

　夏）US癖chs宅s轟on　g凱De迎ts磁．　　　　　　　　　ドイツ語がもう上手だね。

Oja，鍛韻ich．℃凱en　Tag．　Bi慧e　s鋤凱D麗ke　se㎞．　ええ、勿論よ。「今日は。はい、どうぞ。どうも有難う。

亙cMiebe　di廊．　A廻£Wiederse蛇簸．‘Abef　das撤a翌es．あなたが、好き。さようなら。」でも、これでおしまい。

　S癖。車馬E貧glisc留　　　　　　　　　　　　英語、話せる？

Nei鍛．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いいえ。

　U撚ich　k認薮kel掃apa綴s廊．　　　　　　　　　僕は日本語できないよ。

Sc紘de．　　　　　　　　　　　　　　　　　　残念ね。

　このテキストにも単語表は付いているので、導入段階で学生は大がかりなメモをする必要がな

く、文章の発音と意味に集中することができる。

6。鶉二番貿の基礎テキストにおける導入段階

　基礎テキストをドイツ堺流の押揚で、また、内容に合わせた身振りでロールプレーすることが

この段階の追網である。この目的に達するために、同じテキストにおいて導入・練習の様々なや

り方を用い、幾つかの作業ステップを経る必要がある㊧磁kam搬198◎，68－69参照）。

52。鷲最初の作業ステップ：発音と意味伝達

　次に、授業の具体的な経過を述べる。その際には、教師のことを「教」、一人の学生のことを

「生1」及び学生全員のことを「生。」と言う。また、授業の記録は小さく書き、記録に加える解

説は［］の中に書く。

教：G獣．Se藪e難Sie　bi綻e　zu　m五r！Se藪e麹Sie　b搬e蝕曼erheτ1亙。薮sprecれe　ei要港a夏a組fδe建tsc江（董a簸簸a聾fjapa撤sc蝕，

da簸簸蕪Gc難ei鍛鵬a1δeutsc血，澱d　da雛sprecぬen　Sie！A星s◎，互）e聾tsc薮，4a撒∫apanisc薮，　da醸n　Deutsc藪騒nd　da盤鍛

Sie．　Aber　b量tte簸ichdes銀！Se難e簸S量e短erher！Nic鼓dese簸！

10
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　ドイツ語を授業言語にするというのは、言語を単に練習するためではなく、ドイツ語で自分の

意思などを表わすといった本物のドイツ語によるコミュニケーションを目指しているのだ。それ

が「バイリンガル教授法」の基礎要素なのである。勿論、この学習段階におけるドイツ語による

コミュニケーションが一方通行であることは避けられない。学生は上の指示の全ての単語がわか

らなくとも、教師の言いたいことは理解できる。上に示した二番目の基礎テキストを導入したり

練習したりする時にも、4．2章に述べたD◎ds◎鷺の「同時読法」に基づいた方法を使用する。

教：

生。：

教：

生、：

教：

生。：

教：

生。：

生，：

亙st　der　P撤z　hie揃och　fre皇？ここの席はまだ空いていますか。ここの席、まだ空いている？

Etwas夏a麹g．ちょっと長いですね。敬was漉g．　G凱da矯n＿亙st　hie勘OCMre置？NO嶺f撤？まだ空

いている？亙s幽ier　n◎廊fre三？

互st蝕重eτ薮och　frei？

眠g厩．［一入の学生を当ててhs樋em◎cMrei？

互S之h翌er　IIGC憂〕L　frei？

D鍍P熱z．この席。De津latz．

De峯Pね匙z．

舐g就臨de建la亀z簸ier盤oc冠rei？ここの席はまだ空いていますか。ここの席、まだ空いてい

る？互蕊der碧a銘短er鍛OC簸f短i？

亙S竈（ier　P貰atz　hier簸OC難倉ei？

亙s電der　P蔓a之z為重er難◎c釜f重ei？

　教師はドイツ語の表現を言ってみせる時に、その表現のイントネーションとアクセントをジェ

スチャーで示す。学生が教師に従って発音する時には、次の点が重要である。

　①D◎ds◎韮の「同時読法」に基づいた規則を守る。

　②学生は教師の刺激にすぐに反応する。そのために、教師が学生を当てる時には、学生を指し

示すが、起立させたり、指名したりすることはしない（翫ξz絵m鵬1980，43）。学生が問違って反応

したら、あるいは反応が2秒遅れたら、教師が答えを学生に言う。反応が遅ければ遅いほど、正

しいドイツ語の発音は覚えられなくなってしまう。

　③イントネーションとアクセントの問違いの方が、独立した音の発音の間違いよりも、誤解を

招くので、「シュプレヒタクト」のイントネーションとアクセントを導入したり練習したりするこ

とが独立した音を導入したり練習したりすることに先行する　（同上44＞。8滋z匙a搬搬（同上43＞

は「シュプレヒタクト」をコミュニケーションの最小の単位として定義している。従って、土に

示した「亙s羅e♂璽蹴醜鞭。恋簸ei？」という表現は、「Der　P夏寵」糠ied「翫ei」といった三つの

「シュプレヒタクト」に分かれる。

　④正しいドイツ語のイントネーションとアクセントにおいては完壁主義を目指す。ドイツ語で

は、単語のアクセントは普通最初の音節にあるので、その単語を発音する時には、最初の音節の

後で声が下がる。それに対して、日本語では二番目の音節の方が高いことが多い。従って、正し

いドイツ語のイントネーションと単語のアクセントを身に付けるには努力が必要であるが、’一度

身に付けたら、文法をめぐる作業（例えば分離動詞・非分離動詞の問題）もはるかに楽になる。

　⑤一人の学生が教師に当てられて表現を発音する時には、他の学生も声を出さずにその表現を

11



12 言語文化論究8

イメージする（同上49＞。

　意味伝達の際における様々な問題はすでに4．2章で述べた。あるドイツ語の表現をどんな場合

に応屠することができるか、ということを学生に教えるためにはドイツ語の表現に当たる日本語

の意訳は不可欠であるが、それだけでは足りない場合、直訳は意訳の補助になる。上に示した表

現の場合、学生がその構造をすでに理解できるので、直訳は要らないが、「ここの席はまだ空いて

いますか。」「ここの席、まだ空いている？」という二つの訳を挙げるのが大切である。

　これから、基礎テキストの残った表現について述べるが、すでに練習した表現は取り上げない。

また、これからは学生の反応を書かないこともある。

教：

生。生、

教：

生。生，

教：

生。生，

∫a，bi畿．ええ、どうぞ。　Ja，　bi舵，

∫a，b歓e．

［語末を下げて］跳建e．どうぞ。［語末を下げて］8i鵬．

［語末を下げて］8i伽．

［語末を上げて］B麺総．お願い。［語末を上げてlBi惚．

［語末を上げて］8量伽．

ここでは、イントネーションが意味にどれだけ影響を与えられるかということが明らかになる。

教：

生。生1

教：

生。生，

Bist　du∫apa薮e磁？君、日本人？「du」は今まで習った「S量e」と違って、親密な関係を表

わしますが、学生同士は常に「du」と呼び合います。　Bis宣du　Japa薮e磁？β本人？Si認Sie

Japaneri簸？日本の方ですか。む煽ge難s，「Japa鵬蜘」は「女性の日本人」で、「∫apa獄erjは

ヂ男性の日本人」です。B櫨du　Japane魚？

Bis竃du坤a識eri簸？

8量sωuJap蹴r？

Bis縫腿Jap蹴r？

説明はいつもより多いが、ここでは必要である。ただし、「d司と「Sie」の説明に加えて、「d撮

と「Siejの入った表現を上記のように翻訳することも不可欠である。

教：

生。生、

教：

生。生1

教：

生。生、：

教：

Was　mac賊伽de鱒hiedn　K161留ケルンでは何してるの？蔽was蓋a鋤g．［動詞を強めながらl

Was　mac撫感u？何してるんだ？「δ購」に当たる動詞の語尾は「st」です。　Was　mac賊d“？

［動詞を強めながら］W麗m＆c賊d臆？

［動詞と『d撚』を強めながら］Was瓢ac賊d磁enn？一体何してるんだ？アクセントを持

つ「de簸n」は強めの言葉です。一体何してるんだ？Was　m＆c賊由d¢鍛鍛？’

［動詞と『de簸獄』を強めながら］Was搬achs宅du　de簸弧？

［動詞を軽く強めながら］Was　machs竃由de鷺簸？何してるの？アクセントを持たない「den副

は個人的に興味があることを表わしながら、疑問文を和らげます。何してるの？Was

mac璽竃S重du　de薮簸？

［動詞を軽く強めながら］W＆S搬ac熱st醜d雛麹？

Was猫achs重d“den曲ler？

12
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　生。生、二was瓢ac蓋st　du　d鐙簸hier？

　教l　　Was　machs｛d磁e豊曲ier　i鞭K6亙む？ケルンでは何してるの？Was斑achs重由d蹴hief　i獄K：61n？

　生。生、：Was　machst　du　den難hier痴K伽？

　前述した表現と同様に、この表現の意味もイントネーションによって変わる。「K6副と「mac酸sd

の発音についてはちょっと工夫しなければならない。導入段階では、「d司に当たる動詞の活用形

は簡単に説明するが、動詞の現在形の活用を全部教えるのは展開段階になってからである。

　教：　　亙ch　ler簸d）eu£sch．私はドイツ語を勉強しています。私、ドイツ語勉強してるのよ。亙cMer難e

　　　　　　De滋sch．

　教：　　D寝s舞chs輸ber　schon　sehr　g磁．もう本当にとても上手だね。　Sehr　g凱．とても上手。　Sehr　g滋．

　生。生，：Se鍵g磁．

　教：　　　　Du　sp麺chst　aber　scho薮sehr　gut．蚤｛6re簸Sie　bi惚！Du　sp盛chs宅，　S孟e　sprecheR，　du　sp貢chst．　Du

　　　　　s麺chs塾aber　SC骸0葺sehr　g賦宅・

　最初の基礎テキストには「Sie　sprecぬe眼aber　sch◎簸騨　）e厩sc司という表現がある。「spreche測

のような動詞の場合、語幹の母音も変化することを学生に注意させる。ただし、この段階では、

強変化する動詞を導入する必要はない。

　教：　　N量cht　SG　s曲圃i！そんなに速く話さないで。　SchRelL速い。　Schne薮．　Schae1夏1速くしなさい。

　　　　　Sch1｝e至ll

　生。生，l　Sch簸e茎1！

　教：　　Nich重schneU．速くない。　Nicht　schndL捕cht　so　sch簸e1しそんなに速くない。　Nicht　so　schnel韮．

　展開段階では、この表現を利用して形容詞の否定を練習することができる。

　教：　　Oja，鍛at琶rhch．ええ、勿論よ。皮肉な言い方です。ええ、勿論よ。　O　la，薮a纐r1量ch．

　ここでは表現の正しいイントネーションと「蕪a翻ic遍の正しいアクセントと発音を取り組む

ことになる。

　教：　　Gu£e簸Tag．今日は。　Guten　Tag．

　教：　　Bltte　s曲rはい、どうぞ。「sehdは「bitdを強めます。　Bitte　seh凱

　教：　　Danke　se㎞どうも有難iう。Da丑ke　seh凱Bitte　seh凱1）a霞ke　seh覧

学生はこれらの表現を早く応用できるようになるが、「bit副の使い方はちょっと複雑なようで

ある。

　教：　　亙ch　1量ebe　dich．僕、君を愛してるよ。私、あなたを愛してるわ。亙ch　llebe　dich．

13



14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言語文化論究8

　この表現は覚えやすいようである。授業に変化をつけるため、このドイツ語の表現の和訳を利

用して、女言葉と男言葉について話すことが可能になる。

　教：　　　Auf　Wiederse蝕e獄．さようなら。覇ederまた。また見るを。さようなら。　Auf　Wieders曲e簸．

　「母語反映法」を使還する際には、ドイツ語の表現の構造を明らかにするため、日本語の規則か

ら逸脱するこ：とは当然だ。

　教：　　Aber　das　is宅aUes．でも、これでおしまいです。でも、これでおしまい。

　　　　　B慌，癒a宅‘sall．　Aber　das　ist　ai亙es．

　ドイツ語の表現の構造を明らかにするため、英語の訳を挙げることもある。教師はこれからこ

の表現をよく応用する。

　教：　　S麺chsω聾翫glisch？英語、話せる？直訳だったら、英語を話している？でも、意味は

　　　　　　「英語、話せる？」S轡。轍d臆翫glisc留

　学生は「Sprec配鷺Sie翫glis面？」という表現をすでに習ったので、先の「Spdchs輩下翫蝉sch？」

という表現も難しくないはずだ。

　教：　　u妬i曲k蹴ke熱∫apa掘S面．僕は日本語できないよ。「ke圭紺は否定冠詞です。つまり名詞

　　　　　を否定する時には「kei弱を使います。互ch　ka難鋤ぬs磁．私、日本語ができます。

　　　　　亙ch　ka猛n　JapaniSCわ．

　生。生、：蔓ch　k鍛dapanisch．

　教：　　U磁量ch　ka撒keidap諭s曲。私、日本語ができません。　Und　ich　ka簸簸keidapan孟s面．

　この段階では、「ke漁」は簡単に説明するが、否定冠詞の変化などを全部教える必要はまだない。

　教：　　Schaδe．残念ですね。残念ね。　Schade．

52』2．さらなる様々な作業ステップ1強化

　今まで習ったことを強化するために、次の様々なステップを経る。

第2ステップ

教：　G砥danke．　Se姦en　Sie　bitte　auf　de無Text！亙ch嚢ese，　Sie　iesen　a“ch，　abef　Sie　sprec動e幅cht

　学生はこの指示が簡単にわかる。教師がテキストを読みあげて、学生がそれを黙読する。学生

はテキスト全体を体験することができる。

14
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第3ステップ

　教：　　G飢，da簸keJe宅z磁ache薮S隻e　bi達宅e　dle　KGpie　wegl夏。熱呈es¢脇d　Sie　h6臨．

　この指示も学生は全ての単語がわからないのに、全体の意味を理解できる。今度はテキストを

見ないで、学生は教師がテキストを読むのを聞く。

第4ステップ

　教l　　　G雛．Wlr　macね磯de簸驚x撫ocわei贈a1．亙。ぬsprec簸e　de漉scぬ，　dan盤即a簸菱scぬ，　da鍛勲紬el㈱al

　　　　　δ・就SC難，伽脚舳e簸S畳・．」etzt励e・wir　k・i・e　K◎pi・．

　今度はテキストを見ないで第！スチップを繰り返すが、意昧の伝達は以前ほど詳しくする必要

がないので、教師は日本語の意訳のみを挙げる。

第5ステップ

　教：　　　［「∫a脚e無」と「3e競sc聡er」を黒板に書いてから］G麗，　i慮sage麺zt　z磁8eisp観，例えば，

　　　　　zum　Beisp量e夏：　“亘。蝕璽eme　De就sc齢．”　U鶏d　Sie　sage簸de豊Spτecぬ鉱A璽s◎，　icぬs＆ge：　“ich　lem¢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　　　　　　　　るご　　　　　　　　　　　　　　　De瓶scわ．　U羅Sie　sagen：Japa簸e面。

　教：　　D観s夢紬s宅scぬ◎麓g繊De就sch．

　生：　　De眺廊綴

　教：　　夏S達δe津1a芝Z益ier簸OC為顯？

　生：　　∫apa貧e融．［など］

　この指示はまだちょっと難しいようである。学生はテキストを見ないで、ある表現あ話し手を

言い当てる。表現の順番はテキストでの順番と違う。

第6ステップ

　教：　　G賎乳．Ne歓鵬e翻S隻e漁e通磁艶xt輪磁ei懸a豆：De疵sc婦a遡∫apa簸豊sc無，伽魏De蕊sc壼．　U簸磁蹴

　　　　　sprec血e薮S置e．　Se蝕e簸Sie　bi蓑eぬ蓋erむer，貧ic蝕建璽eseτ互．

　ほぼ同じ指示は導入段階の始まりにもあった。ここでは第1ステップを繰り返して、今まで習っ

たことを強化する。

s2．壌。3逆翻訳及び確認

第7ステップ

　今までは主にドイツ語のイントネーションと発音に取り組んだが、次のステップでは、意昧と

発音をつなぐすることを練習する侮溢zka搬鵬198◎，60）。

教：　図ac紬S量e搬e　de癩艶x榊eg。臨spずec馳e　3a脚isc熱総S豊e　De“紬．　A互s。，　ic蝕s我ge“私はド
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生：

教：

生：

教：

生：

　　　　　　　　　　　　　言語文化論究8

イツ語を勉強しています”，疑麟Sie　sag鎌“互cMeme　D戯sc簸．”G砿da難，今日は。

G撹e簸肱霧．

でも、これでおしまいです。

Abef　das　ist謹es．

ここの席はまだ空いていますかb

互st　4e建嬢z蜘m◎cM斐e量？［など1

　逆翻訳では、学生は日本語による刺激にドイツ語で反応するが、教師の刺激に即時に反応しな

いと、教師が答えを挙げる。その場合、当てられた学生は教師のその答えを繰り返す。この練習

の際にも、正しいイントネーションと発音に注意することが必要である。

第8ステップ

　教：　　この会話の中から一番早く思い出す表現を言いましょう。

　学生は刺激を受けずに今まで習った表現のなかから一番早く思い出す表現を言う。学生の反応

によって、今までの作業の結果を確認することができる。つまり、このステップの際に全然出て

こない表現はもう一度練習する必要がある（同上）。

52鳳尋最終段階の様々なステップ

第9ステップ

　教：　　，G醜1e鍵e簸S重e　j6£z掘磯驚滋a璽1e翻一人で暗記しましょう。　teme簸S畳e　de登丁¢蹴a夏至e庶

　学生は全ての表現を一人で暗記する。授業で使う教材では、和文と独文が一緒に並んでいるの

で、独文を暗記する時には、それを隠し和文だけを見ながらドイツ語の表現を考えることができ

る。

第1◎ステップ

　教：　　G滋，da醜e．　U磁je嶽怨zw磁，二人で，恥zw磁．顔を相手に向けて一生懸命にドイツ語で話

　　　　　しかけましょう。

教師はこの練習の際には、教室を歩き回りながら学生の作業を監督する。目立つ間違いが起こっ

たら、その表現をもう一度学生全員と練習することが必要である（同上67）。

第Uステップ
教：　G滋．雌ac為e簸S重e　b滋e　de轟ex竃weg．　W敏蘭chte？K：◎mmen　Sie　bi生漉ie癒er！

　このステップは今までの作業のゲネプロである。学生は二入で今まで習った会話を使ってロー

ルプレーをする。ロールプレーの際に、ドイツ語の表現をドイツ語流の押揚で、内容に合わせた

身ぶりで表現できない人は、その表現をどんな場合でもコミュニケーションの道具として使うこ

とができない（同上）。
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522展開段1聴

　この段階では、学生がすでに最初の基礎テキストと二番目の基礎テキストから習った単語やパ

ターンを用い、導入段階で習った表現を部分的に入れ替えたり拡大したりして練習をする。その

練習は口頭で行われ、逆翻訳における方法と同様に、学生は教師の日本語による刺激にドイツ語

で反応する。このような練習の際には、意訳を目指し直訳を避けるため、学生が即時に反応しな

かったら、教師が学生の代わりに答える。学生が考えずに刺激に正しく反応できるまで、この練

習は続けなくてはならない。また、練習する時には、一番最初に基礎テキストにそのまま出てき

た表現を使い、要素を入れ替える時には、ドイツ語の表現の一カ所だけが変わるように注意する。

一般的に、以下のような練習は花火のように、早く終わらせることが必要である。学生の集中が

緩んだら、授業のプログラムを変化させ、「ディクテーション」「作文」などに変えなければなら

ない。

①文の部分的な入れ替え ②文の拡大

（主語争動詞＋補足語）

教：私はドイツ語を勉強しています。

生：亙。撮eme　）eutsch．

教：私はドイツ語を話せます。

生：嫡spreche　De磁sc難。

教：私は日本語を話せます。

生：互ch　spreche　Japanisch．

教：私は日本語ができます。

生：亙ch　kaan　Japanisch．

教：私は日本語ができません。

生：夏ch　kann　kein　Japa盒isch．

教：私は日本語が好きです。

生：ich　liebe∫apa難isch．

教：私はあなたが好き。

生：ich　liebe　dich．

教：私は音楽が好きです。

生：夏ch　liebe　Musik．

教：私はいい音楽が好きです。

生：夏C繍ebe　gute瓶sik．

教：私は何でもすきです。

生＝夏ch　liebe　a驚s．

教：私は何でもします。

生：亙ch拠ache　alles．［など］

　（主語牽動詞牽添加語÷補足語）

教：私はここでドイツ語を勉強しています。

生：亙CMeme　h童er　Deu重sch．

教：私はここで英語を勉強しています。

生：亙ch　leme難ier　Englisch．

教：私はここで英語を話しています。

生：互ch　spreche　hi留Englis轟．

教：私は英語が上手です。

生：亙ch　spreche　gut　Englisch．

教：私は英語がとても上手です。

生：夏。薮spreche　sehr　g磁翫gl圭sch．

教：私は英語がもうとても上手です。

生：夏C藪SpreChe　SChO鍛Sehr　gUt　Eng亙iSCh．

教：私はドイツ語がもうとても上手です。

生：亙轟spreche　sch◎貧sehr　gut　Deutsch．

教：私はドイツ語がもう上手です。

生：lch　spreche　schon　gu｛De建tsch．

教：私はドイツ語が下手です。

生：亙C血spreche且ic嬢gut　Deu宅S曲．［など］

主語を「du」や「Sie」に変えたり、学生が二つの基礎テキストから習った単語や語彙を上述の
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表現に入れ替えたりすることによって、他の叙述文もたくさんつくれる。形容詞を練習するため

に最初の基礎テキストを復習しながら、「nichdの使い方も練習できる。

教：それは面自いですね。

生：Das　ist撤eressa猟．

教：それは速いですね。

生：Das　is箆chne11．

教：この音楽は速いですね。

生：Die　Mus童k　ls£s曲薮el茎．

教：この音楽はいいですね。

生：Die　Musik　ls定g誠．

教：この席はいいですね。

生：DeτP賊z癒gut、［など1

教：それはそんなに速くないです。

生：Das　is磁icht　so　sch徽e11．

教：それは速くないです。

生：Das　ist　nicht　schなeli．

教二こ：の音楽は速くないですね。

生：Die　MusiMs拠icht　sch践ell．

教：この音楽は良くないですね。

生：Die　Musik　ist簸icht　gu竃．

教：この席は良くないですね。

生：Der　Pla宅z　ist　nic盆鮮宅．［など］

次は決定疑問文を練習する。

（動詞牽主語牽補足語）

教：君、英語話せる？

生：Spric轍du　E鍛9豆isch？

教：英語を話せますか。

生：Spre廊e鍛Sie　E薮91iscむ？

教：英語を話せませんか。

生：Sprechen　Sie　keln　Bnglisch？［など］

　（動詞＋主語＋添加語＋補足語）

教：君、英語が上手なの？

生：S麺chs重d廻9麗E簸ghsch？

教：英語がお上手ですか。

生：Spreche聡Sie　g就E蕪giisch？

教：英語が下手ですか。

生：Spreche戴S重e慧lcht　gut翫glisch？［など］

　ここでも、他の文章をたくさんつくることができる。次は、補足疑問文を練習するが、疑問文

の一つの要素を入れ替えると、他の要素も変わることが多いので、学生にとってはちょっと難し

い。疑問文に用いた「de簸司の使い方はアクセントによって異なるので、ここでは取り上げない。

疑問詞牽動詞＋主語（＋添加語）

教：お名前は何とおっしゃいますか。

生：W量eheiBe獄Sie？

教：どこからいらっしゃいましたか。

生：Woher　k◎mme薮Sie？

教：ここで何をしていらっしゃいますか。

生＝Was　mach磯Sle　de鷺n　hier？

教：ここでは何してるの？

生：Was　machst　du　d鍛n鉱ier？

教：どこから来たの？

生：W曲er　komms詑du？

教：それならどこから来たの？
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生：Woher　kommst　du　dann？［など］

　上述の練習は単にドイツ語の構造や文法を練習するためではなく、ドイツ語によるコミュニ

ケーションという目的のための手段である。従って、学生が自分の意思などを表わすことができ

るようになるために、それに適する表現を学生に挙げる必要がある。新しいテキストを導入する

に際して、以上のようにつくりうる表現の数は増えていく。このような練習は文法の作業でもあ

る。何故なら、滑面で速くて正しくドイツ語へ翻訳することができる人は、そのために必要な文

法も習得したからである。言いかえれば、上に述べた練習はオウム返しではなく、学生は聞いた

ことのない表現を創造的につくるのだ。上に示した表現は学生がつくりうる表現のごく一部であ

る。

　この展開段階が終わったら、学生は5．1章で述べたものに加えて、添加語の入った簡易な叙述

文・決定疑問文・補足疑問文及び、sprec薮磯型のように強変化する動詞を含んだ、動詞の現在人

称変化の単数2人称を、5．1章と52章に示した二つの対話文の語彙の範囲内で応溺することがで

きる。または、「簸ic媛」と隊ei簸」の根本的な使い方がわかる。この段階になると、学生にとって

は例えば「Gu抽Tagj「Wie搬e」rA鷺f　Wiederse為e司というような、自分の意思を表わす道具と

して使える表現の数も増えてきた。

52。3．応用段階

　この段階では、学生は二人以上で新しい対話文をつくって、それでロールプレーをする。対話

文をつくる際には、すでに習ったドイツ語を創造的に応用するのが主な欝的であるが、辞書で調

べたり教師に聞いたりすることも可能である。学生がロールプレーの台詞を書き終わってから、

教師がそれを校正する。その後で、学生はグループごとに自分の台詞を暗記したり上演したりす

る。一般的に、日本人学生はよろこんで、ロールプレーを上演したり、観察したりする。

　ここでは、一つのグループの台詞を載せる。「Wievie1？」という表現以外にこの学生達は基礎

テキストに出た表現をそのまま使用したが、面白くて創造的な文章をつくった。

A：亙st　der　Platz　hier簸oc蝕倉ei？

B：Ja，b貢t重e．

A；G濃eMusl抽ie若立lch詫？

B：∫a．W◎heτko㎜e簸Sie　de鱒？

A：Aus　Japan，　aus　Fukuoka．　Was　macわe聡Sie　de詞曲ier？

B：亙cMeme∫apan重sc薮．

A：Oh，　das　lst磁eressant。　Wieviel坤頗sc難spreche貧Sle　de簸簸？

B：「おはよう　こにちは　さようなら　ありがとう　これはおいしいですね　梅雨はじめじめしてて嫌です

　ね　もうかりまっか　ぼちぼちでんな一」Aber　das賊aUes．

A：Ub姦ge簸s，　ich　he量8e　Tos無ik：G　Ta搬競ra．　Und　wie勤eiBe簸S量e？

B：Andreas　Kasj蹴．

A：Wle　b搬e？Nich宅s◎sch麹e11．
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2◎ 言語文化論究8

B：K：as一づan．

　二番目の基礎テキストをめぐる作業にかかる時間は婆、5時間で、本稿で述べたドイツ語の入門

期におけるあらゆる課題は計10、U時間ですませることができる。

おわ蚤ノに

　「バイリンガル教授法」における「バイリンガル意昧伝達法」　「母語反映法」など様々な手法

は、「第二言語習得」及び「バイリンガル言語習得」における学習戦略に相当するだけでなく、

その手法及びDoδso簸の「同時読法」の方が他の教授法の手法よりも有効だ、ということは対照

実験で確認することができた。それゆえに、「バイリンガル教授法」は本当の意味での学習者中

心の方法である。目標とする言語を授業言語にする一方、新しいことを導入したり展開したりす

る時には、学習者の第一言語を積極的に使用するのが「バイリンガル教授法」の構成要素である。

本稿では、ドイツ語入門期における「バイリンガル教授法」の応用を述べたが、「バイリンガル

教授法」をもっと安定した基盤の上に築くためには、Dods◎熟の実験を大学のレベルでも繰り返

して行うことが理想的である。

20



ドイツ語の入門期における「バイリンガル教授法」 21

参　考　文　献

8誠zkamm，　W（）至亀a蕪9豆98（）．　P鵜」κ‘5麗蒐ゴ艶εo擁846r翫1加8麗αZεη醒ε飾046．】笈eide費）erg：Q雛e1丑e＆Meye凱

B戯zkam鶏，　Wd妻9a簸91989．　P5y伽伽8厩鰍諮肋規ゆ鵜。伽醜ε溺ぬ3’八擁耽ゐ6繊競Zど。舷ε’爵伽

　　　　　　　　　　4εr躍競ε仰期。舵羅勘癬3脚。肱丁麺bi麺ge蕪：郵fa簸cke．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，8漉kam艶，　Woi亀a簸g　l　990．‘もDie　k◎即1重z重鎌eτe　L6s懸g　lsωie罫icht童ge：A題fgek撫e氾inspr紬igkei匙．

　　　　　　　　　　D6γプ池澱4解澱α6鰯ど。ん6乙Z鷺∫εア海。腕104，4－7。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
8誠zkamm，　Wd至ga簸91995．　U譲鐙ic簸ts艶e癒◎dische沿曲1e搬bere隻。熱e．盈i雇加。んFグ醐伽雌。舵殉一

　　　　　　　　　　認確勿理∫oん飢鷺d．K鍵璽一〕駿icぬard　8　a韻sc蝕e重a璽．3rd　e（墨．丁嚢bi簸ge蕪：Fra簸。髭e．188一玉多4

D◎ds◎簸，　C3．璽967．加擁8甜α9ε艶αcぬ加8α灘4誘ε8どZ蹴9麗副擁ε銑。鼠Lo鳳至（搬：蔓》i婁瓢a簸強．

夏P蜘9，鋤簸z一臨騨亙981．“D量e覧rzie蝕糠gspe窟s軸。簸ke難des　Le捻eずs．”乙擁脚・・伽1漁8融・づ勧縦

　　　　　　　　　　瀞1Zεど醗50＠ごz謝蹴8g履かぎvε鷺σ羅薦ぴ♂cみ乙鷺d．　M乏鵬fごe（丑菱甕aid豊．　M嚢韮。ぬe薮：L阻rz．13－4L

　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ亙s簸，T．　e詫al．夏979。更xp錘me滋。麹癒e　Ac鋼si重沁蕪a詠振e繊重io四望Se簸織ce－Mea舳g　a総高e亙搬i漉。麹

　　　　　　　　　　面諭鞭a簸ce．”『日本英語教育学会関西支部研究収録』瓢あ甜麗認げ伽血㌶認Cゐ卿卿げ

　　　　　　　　　　論8ノとzpα湾君泥8Z∫5海、乙α籠8諺α8εE4膨。鷹ど。㌶50cど鍍y　3，52－5≦）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フヲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ鼠as蚕我簸，　A猟量reas亙993．　Zwei建sprac難e簸erwerb駐戴d　F鈴灘dsprac簸e簸魏薮総㎡c簸t　Doた礁孟5甜8甜死9α丸麗紬器左y露

　　　　　　　　　　43，1◎3－135。

Kas抽，　A簸dreas珍％．“豆）le　bi璽i登g鷺ale　Me癒◎de溢De就scむ濾e癒。凱f鷺r　japa簸isc熱e　S艶de面構X夏：夏）ie

　　　　　　　　　　Ei鷺癒着職麹g　i簸（簸e驚x餓∫be貧．”　5薦漉ε5融加㍑g麗α8器α鷲4C認魏肥57，三25441．

K重e夏憂溢泌r，8e撒d　1995．‘‘潔1雌難麺照璽茎ic1至eT　8量至短9慕a塁is磁懇s．” @ノヲ癬多感わ犀。ゐ勘摺ご兆ノ麗zOl馳潭翼漉群認6タ鉱璽3d．　Kar嚢一

　　　　　　　　　　R油ard　8a鷺sc蝕e建a璽．3rd　ed．丁琶bi遡ge登：F∫a簸cke．講28－431。

Kie亙h6多er，　iB　em（i．　a．」◎nekei匙，　S　y量vie　1983．　Zwε麺pアαcゐ∫gεκ加6187ぞ鍔毎8ゐ配㍑8。丁費bi嚢ge蔓：Sをa鷺f艶欝berg．

Kras簸e烈，　S飴P蝕e簸D．蓋982．　Pr加。ψ1ε3ζz7z4　Pπzα’〈）ε鋭3εco死6加麗9麗α86　Ac〈7厩5躍。㍑。　Ox藪）rd：Perga搬。鷺

　　　　　　　　　　PreSS．

Kras蝕e薮，　Stephe聡　夏）．　a．ア驚reli，　Tracy　D．1985．踏ε翫魏雌Z細p7りαcな　肋鴛8㍑αg8　Acg麗ど3躍。η　緬　が～8

　　　　　　　　　　αα∬塑α㌶．Oxfo滋：Perga照◎簸Press．

Mer㌶，識ge簸1981．“Le簸re舳sをe11獺ge照簸d　Leぬre鐸er盤ai蜘．”L・漉耀認翻燃ε∫禰4一曲副Z・枷

　　　　　　　　　　30zどα麗㍑∫ε∫槻だvε㍑ひ㍑∫8ア擁。ゐ乙Bd．　Ma勲鎧red　Raid1．　M麺籔che簸：L賎τz．42－57．

田中克彦1981，『ことばと国家』岩波新書。

S裂u擁ders，　Ge◎rge　1982．βど伽8認C痂Z4灘’G厩4僻。εヵ7疏8勲纏砂．　M寝1t舳g“al　Ma綻ers　Ltd．

Vbrde業w嚢わibecke，　A澱ne　a．　Vb∫derw琶厨becke，　K：璽a腿s　I　992．5∫醜㍑1！駈）π麓㍑αψαh溺6，　E劔飽0擁εη∫∫6r鐸η8．

　　　　　　　　　　M麺nchen：照ett．

Wode，　He蕪聡i澱g　ig8至．五6α濡加8α∫6coπゴZακ8配086ごごzη加∫88澱厩84　vど6w．　Tむbi薮ge難：Na】■．

Wbde，　H：e劇職91988．　a瞬ゐr醐8腕4どεP3y伽伽9混ど戯’翫or∫θη，　Af6伽48η，塊8傭∬εJsma蜘ig：

　　　　　　　　　　H翼eber。

21



"~S?i2{~~7R 8 
n PU 

Die ersten Stunden irn Deutschiantesriclat nach der billngrnalem Methode 

Andreas Kasjan 

Die Gmndtechniken der bilingualen Methode wurden in aufwendigen Schulversuchen entwickelt und 

konnten in vergleichenden empirischen Untersuchungen ihre Überlegenheit gegenüber anderen Techniken 

unter 'Beweis stellen. Das Gmndprinzip der bilingualen Methode lautet Verwendung der Muttersprache der 

Lerner zur Schaffung von Situations-/Stmktuwerständnis und „Einsprachigkeit in anwendungsbezogenen 

Phasen". Dieses Gmndpnnzip konnte auch als Erwerbsstrategie im natürlichen Zweitsprachenerwerb und 

irn doppelten Erstsprachenerwerb beobachtet werden. 

Die wichtigsten Gmndtechniken dieser Methode sind das „Mitleseverfahren" und die bilinguale 

Semantisiemng. Beim Mitleseverfahren wird das Schriftbild so eingesetzt, da13 es das auditive Ge- 

dächtnis verlängert, aber nicht ersetzt. Bei der bilingualen Semantisiemng werden einerseits Mlttei- 

lungsäquivalente übersetzt, andererseits dient die Muttersprache der Lerner auch zur Schafi-ung von 

Stmkturverständnis. Dabei kommt neben der wörtlichen Übersetzung auch die Technik der ,,mutter- 

sprachlichen Spiegelung" zur Anwendung, wobei die fremde Struktur in der Muttersprache nachgebildet 

wird. 

Der Anfangsunterricht nach der bilingualen Methode beginnt mit einer Einfühng in das Lautsystem 

des Deutschen und der Einübung des elementaren unterrichtlichen Funktionsvokabulars. Zm Mittelpunkt 

Jedoch steht die Arbeit mit Dialogen. Diese werden in mehreren Arbeitsschntten auswendig gelernt und 

dienen als Vorlage für Rollenspiele. AnschlieBend werden die Satzmuster der Dialoge durch vielfältige 

Übungen variiert und in das bereits vorhandene Fremdsprachenreservoir der Lerner eingebaut. Zum 

Schlug schreiben die Lerner eigene Texte, die als Vorlage für Rollenspiele dienen. 


